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  3．再生可能エネルギー利用設備導入検討編  

 第 2編 太陽光発電システム  

 

 

 

 

 

○周辺建築物等による日射遮蔽による影響の検討例 

 

図 3 周辺建築物等による日射遮蔽による影響の検討例（屋上設置の場合） 
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※「太陽光発電フィールドテスト事業に関するガイドライ
ン（設計施工・システム編）（独立行政法人 新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構）」に計算方法など詳細の考え

方が解説されています。 

太陽光発電設備の本格導入にあたって、日射遮蔽物がある場合等において日照条件を詳細に確認する際に

は、日影計算に使用する専用ソフト等を使用して計算する必要がありますが、導入検討の段階では簡易な

作図による方法でも支障ありません。 




